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（
八
） 

明
正
寺 

 
 

神
辺
町
上
御
領 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
正
寺
は
山
号
を
證
林
山
（
し
ょ
う
り
ん
ざ
ん
）
と
称
す
る
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
あ
る
。
茶
山
や
山
陽
と 

も
交
流
が
あ
っ
た
寺
院
の
一
つ
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

一 
明
正
寺
の
縁
起 

福
山
市
神
辺
歴
史
民
俗
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

神
辺
の
寺
院
よ
り
） 

 

寺
伝
な
ど
に
よ
る
と
、
大
門
村
（
現
福
山
市
大
門
町
）
の
瑞
龍
城
（
ず
い
り
ゅ 

う
じ
ょ
う
）
の
城
主
・
藤
間
兵
部
光
重
（
み
つ
し
げ
）
の
子
・
藤
間
次
郎
明
正 

（
西
備
名
区
で
は
六
八
郎
光
明
＝
出
家
後
の
教
圓
法
師
）
が
、
弘
治
二
（
一
五 

五
六
）
年
に
戦
死
し
た
父
を
弔
う
た
め
に
僧
侶
と
な
り
、
現
在
の
福
山
市
春
日 

町
浦
上
に
一
寺
を
建
立
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
の 

寺
は
罹
災
に
遭
い
焼
失
し
ま
す
が
、
御
領
藁
磨
山
城
主
・
宍
戸
孫
六
の
懇
情 

（
こ
ん
じ
ょ
う
）
に
よ
り
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。 

元
禄
十
三
（
一
七
〇
〇
）
年
の
検
地
の
際
に
は
、
す
で
に
現
在
の
場
所
に
あ 

っ
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
周
辺
か
ら
は
、
多
数
の
古
い
五
輪
塔
が
出
土 

し
て
お
り
、
何
ら
か
の
跡
地
へ
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、 

「
旧
広
島
県
史
」
に
は
「
昔
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
が
、
天
正
元
（
一
五
七
三
） 

年
、
大
門
城
主
・
藤
間
光
重
の
三
男
で
あ
る
明
正
が
浄
土
真
宗
に
帰
依
（
き
え
）
し
、
石
山
合
戦
に
尽
力 

し
た
。」
と
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
戸
時
代
後
期
の
十
二
世
住
職
・
祐
教
（
ゆ
う
き
ょ
う
）
上
人
は
、
当
時
「
学
を
好
み
、
詩
歌
を
能
く
す 

る
」
と
有
名
で
、
菅
茶
山
や
頼
山
陽
な
ど
文
人
と
の
親
交
が
あ
り
、
境
内
で
詩
会
な
ど
を
開
い
て
い
ま
す
。 

茶
山
は
祐
教
上
人
の
求
め
に
応
じ
、
漢
詩
「
偃
松
（
え
ん
し
ょ
う
）
詩
」
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
偃
松
と 

は
、
当
時
境
内
に
あ
っ
た
通
称
「
か
こ
い
の
松
」
と
呼
ば
れ
た
巨
松
の
こ
と
で
、
そ
の
枝
ぶ
り
は
東
西
二
十 

七
・
三
ｍ
・
南
北
十
七
・
三
ｍ
に
も
お
よ
び
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
に
枯
死
し 

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

「
福
山
志
料
」
に
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

證
林
山
浄
土
眞
宗
東
本
願
寺
末
寺
由
来
福
山
光
明
寺
ノ
條
ニ
ミ
ユ
寺
中
ニ
蟠
松
一
章
ア
リ
藤
間
刑
部 

カ
手
植
ナ
リ
ト
云
此
寺
ノ
開
ケ
シ
ハ
刑
部
死
後
ナ
レ
ハ
生
前
ニ
來
リ
ウ
ヘ
シ
ナ
ル
ヘ
シ
東
西
十
三
間 

南
北
八
間
ア
リ 

          

明正寺偃松図 作者不明 

境
内
に
は
「
か
こ
い
の
松
」
と
呼
ば
れ
る
老
木
が
あ
っ
た
が
、
慶
応

年
間
に
枯
死
し
て
い
る
。
東
西
十
五
間
（
約
二
十
七
ｍ
）、
南
北
九
間

半
【
約
十
七
ｍ
】
と
書
か
れ
た
こ
の
「
偃
松
図
」
か
ら
は
そ
の
当
時

の
雄
姿
が
偲
ば
れ
る
。
現
在
の
松
は
二
代
目
。 

十
二
代
住
職
の
祐
教
上
人
の
求
め
に
応
じ
て
、
詩
を
贈
っ
た
の
が 

「
祐
敎
上
人
索
偃
松
詩
」
で
あ
る
。
こ
の
時
、
祐
敎
上
人
は
二
十
四

歳
で
あ
っ
た
と
い
う 

（
菅
茶
山
と
ゆ
か
り
の
人
々
よ
り
） 

で
あ
っ
た
と
い
う
。 
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祐
敎
上
人
索
偃
松
詩 

 
 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

 

後
編 

巻
八 

祐
敎
上
人 

偃
松
（
え
ん
し
ょ
う
）
の
詩
を
索
（
も
と
）
む 

 
 
 
 
 
 
 

四
山
擧
目
皆
松
樹 

 

四
山
目
を
挙
げ
れ
ば 

皆
松
樹
（
し
ょ
う
じ
ゅ
） 

 
 
 
 
 
 
 

君
家
松
樹
何
獨
著 

 

君
が
家
の
松
樹 

何
ん
ぞ
独
り
著
（
あ
ら
）
わ
る 

 
 
 
 
 
 
 

縈
蟠
非
是
尋
常
種 

 

栄
蟠
（
え
い
ば
ん
） 

是
れ
尋
常
の
種
に
非
ず 

 
 
 
 
 
 
 

如
虎
如
龍
奇
状
具 

 

虎
の
如
く 

龍
の
如
く
奇
状
（
き
じ
ょ
う
）
具
（
そ
な
）
わ
る 

 
 
 
 
 
 
 

如
今
緇
流
日
蕃
滋 

 

如
今
（
じ
ょ
こ
ん
） 

緇
流
（
し
り
ゅ
う
） 

日
（
ひ
び
）
に
蕃
滋
（
は
ん
じ
） 

 
 
 
 
 
 
 

君
輩
何
獨
取
聲
譽 

 

君
が
輩
（
や
か
ら
） 

何
ぞ
独
り
声
誉
（
せ
い
よ
）
を
取
る 

 
 
 
 
 
 
 

平
生
心
將
靜
者
論 

 
平
生 

心
静
か
な
る
者
と
論
ぜ
ん
と
す 

 
 
 
 
 
 
 

自
有
美
材
令
人
慕 

 

自
ら
美
材
の
人
を
し
て 

慕
（
し
た
）
わ
し
む
る
有
り 

 
 
 
 
 
 
 

時
尚
爭
學
説
法
工 

 

時
尚
（
じ
し
ょ
う
）
争
（
あ
ら
そ
）
い
学
ぶ 

説
法
の
工
（
こ
う
） 

 
 
 
 
 
 
 

榮
願
只
在
釵
釧
叢 

 

栄
願
（
え
い
が
ん 

）
只
（
た
だ
）
釵
釧
（
さ
い
せ
ん
）
に
叢
（
あ
つ
）
ま
る
に
在
り 

 
 
 
 
 
 
 

苟
能
培
養
證
眞
果 

 

苟
（
い
や
し
く
）
も
能
（
よ
）
く
培
養
の
真
果
を
證
（
し
ょ
う
）
せ
ば 

 
 
 
 
 
 
 

殊
異
何
愧
君
家
松 

 

殊
異
（
し
ゅ
い
）
何
ぞ
愧
（
は
）
じ
ん 

君
が
家
の
松
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

縈
蟠 

見
事
な
曲
が
り
具
合
の
様
。 

緇
流 

墨
染
の
衣
を
着
る
人
、
僧
侶
。 

蕃
滋 

し
げ
る
、
繁
栄
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

聲
譽 

よ
い
評
判
。 

 

時
尚 

時
を
た
っ
と
ぶ
、
流
行
を
追
う
。 

 

榮 

譽
や
名
誉
。 

釵
釧 

か
ん
ざ
し 

や
腕
輪
。 

 
 
 
 
 
 

（
大
意
） 

四
方
の
山
々
を
見
れ
ば
、
み
な
松
の
樹
が
は
え
て
る
。
君
の
家
に
も
一
本
の
松
の
樹
が
あ
る
。
曲
が
り 

く
ね
っ
た
そ
の
枝
ぶ
り
は
普
通
の
種
で
は
な
い
。
虎
と
も
龍
と
も
み
え
る
変
わ
っ
た
姿
を
し
て
い
る
。
今 

あ
な
た
は
僧
侶
と
し
て
日
々
繁
栄
を
し
て
い
る
が
、
よ
く
心
静
か
な
者
た
ち
と
議
論
す
る
中
に
、
よ
い
木 

は
お
の
ず
か
ら
人
を
慕
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
流
行
を
あ
ら
そ
っ
て
説
法
を
学
ん
だ
り
、 

名
誉
や
い
い
評
判
だ
け
を
望
む
の
は
、
高
価
な
か
ん
ざ
し
や
腕
輪
に
群
が
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
万
が 

一
に
も
そ
の
松
の
種
を
培
養
し
て
育
て
て
も
、
君
の
家
の
松
と
は
違
う
の
だ
か
ら
、
何
を
恥
じ
る
こ
と
が 

あ
ろ
う
か 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

二 

祐
教
上
人
（
一
七
九
七
～
一
八
五
二
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
明
正
寺
十
二
世
住
職
。
幼
名
二
徳 

品
行
方
正
、
学
術
に
長
じ
詩
歌
、
文
書
に
通
じ
茶
山
、
頼
山
陽
と
親
交 

が
あ
っ
た
」（「
菅
茶
山
と
ゆ
か
り
の
人
々
」
よ
り
） 
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